
沿道地域の浮遊粉じん等に関する調査研究

久米均 成田理 井島辰也＊ 児玉仁

1 はじめに

冬季におけるスパイクタイヤの使用が粉じ

んを発生し、大気汚染をもたらす原因となっ

てきた。このため、スパイクタイヤ粉じんを

防止するため、平成2年6月に「スパイクタ

イヤ粉じんの発生の防止に関する法律」が施

行された。これによって、指定地域内では平

成3年4月から、スパイクタイヤの使用が禁

止となり、平成4年4月からは、大型車を除

き罰則規定が適用された。平成4年度は、罰

則規定が適用となった初年度にあたり、スパ

イクタイヤの装着が減り、それに伴って浮遊

粉じん濃度が減少することが期待されるとこ

ろである。本報では、平成4年度に調査した

浮遊粉じん濃度や含有成分等の結果について

報告する。

2 調査方法

2.1 スパイクタイヤ装着率調査

表1 調査地点の概要

2.1.1 調査地点

調査地点は図1の④の地点であり、その概

要は表1のとおりである。

2.1.2 調査時期及び調査内容

調査時期は、平成4年12月17日、平成5年

1月27日及ぴ平成5年3月11日である。

調査内容は、調査地点を通過する車両につ

いて、スパイクタイヤ装着車両台数及ぴスパ

イクタイヤ非装着車両台数の合計が、概ね300

台程度になるまで数えた。

2.2 サンプリング調査

2.2.1 調査地点

調査地点は図1の①、②及び③の地点で、

その概要は表1のとおりである。

図2に②及ぴ③地点の拡大図を示す。

2.2.2 調査時期及び調査内容

調査時期は、スパイクタイヤ非装着期の平

成4年11月及び装着期の平成4年12月、平成

5年1月、 3月の計4回である。

調査地点 設置位置の状況 面する道路の状況

麿
道の路距端離か(mら) の地高上さか(mら) 贔数 （ 冬口/通12黛h) No. 地点名 略 称 設置面 路線名 舗装状況

l 茨島自勘車排出ガス測定局 茨 島 局含上 5 2.5 固道7号線 4 アスファルト 27.576 

2 現境技術センクー 八橋(Om) 地上（芝生） 2 

゜
国道7号線 4 アスファルト 36.962 

3 環境技衛センター 八橋(50m)地上（芝生） 50 

゜4 臨 海 十 字 路
国道7号線 4 アスファルト 36.962* 

山王通り 4 アスファルト 17.916* 

注交通量は平成2年度道路交通センサスによる。

・臨海十字路に最も近い地点の交通量である。

＊現本荘保健所
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調査地点
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図2 調査地点

非装着期調査 11月24H~27R 11月30日

~12月1日

装着期調査 12月14日～18日

1月25日～29日

3月8日～12R

調査内容は、表2のとおりである。ハイボ

リウムエアサンプラーは、 1試料につき24時

問 (10時から翌日10時まで）採取した。ロー

ボリウムエアサンプラーは、期間中4日又は

7日辿続で採取した。

2.3 分析方法

2.3.1 ベンゼン抽出物質景

ソックスレー抽出法1)により行った。

2.3.2 金属成分濃度

硝酸、過酸化水索法により分解し、原子吸

光法で定羅した。

3 気象概況

調在期間中の気象概況2)は、表 3のとおり

である。また、各月の概要は、次のとおりで

ある。

11月 初雪は 1日、初冬日及び初氷は22H

であり、26Elから27tlに真冬並の寒気か人り、

26日に初柏雪となった。積雪は、 26日から28

日にかけて 1cmであった。月間の降雪深さ（秋

田市）は、 2 cm（平年8cm) であった。

表2 調査内容

調査項目 使用機器 分析項目

ハイボリウムエアーサンプラー
浮遊粉じん濃度

ベンゼン抽出物質浪度
浮遊粉じん （ろ紙：石英繊維ろ紙・ 2500

金属成分濃度 (Fe.Mn. AQ.Ca. 
QAST) 

Zn) 

ローボリウムエアーサンプラー

浮遊粒子状物質 （ろ紙：ハイボリウムエアーサン 浮追粒子状物質濃度

プラーと同じ）
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12月 冬型の気圧配置が現れても一時的で

長続きしなかったが、下旬半ばに県南部を中

心に大雪があった。積舌は、 11日から26日に

かけて 0~18cm、29日から31日にかけて 1

~5 cmであった。月間の降雪深さ（秋田市）

は、 58cmで平年(59cm)とほぼ同じであった。

1月 冬型の気圧配置が現れても一時的だ

った。月平均気温は平年に比べて高く、1.5℃

（平年ー0.4℃)であり、観測閲始以来第 5位の

高い記録であった。積古は、 8日～10日、17日

及び27日に無くなり、また、 5日及び19日に

月間最高値8cmとなった。月間の降雪深さ（秋

田市）は、 48cmで平年 (108cm)の半分以下で

あった。

表 3 調査期間中の気象概況

こ 平均（℃気）温 降(m水m鼠) 

24~25 B 9.8 8.0 

25~26日 8.1 11.0 
11月

26~27日 2.2 8.5 

30～沙日 5.0 

14~15 El 1. 6 2.0 

15~16日 〇.1 5.5 
12月

16~17日 2.1 12.5 

17~18日 1.6 0.0 

25~26日 2.9 

26~27日 3.3 3.5 
1月

27~28日 2.6 15.0 

28~29 Fl 1. 7 15.0 

8~9 H 1.1 2.5 

9~10日 2.0 0.0 
3月

10~11日 3.3 5.5 

11~12日 4.2 0.0 

3月 上旬初めに一時冬型の気圧配置とな

り、その後周期的に変わり、中旬後半に再び

冬型となった後、周期的な変化となり晴れる

Hが多かった。積雪があったのは延べ 5日間

で、月間の降雪深さ（秋田市）は17cmで平年

(29cm) より少なかった。

.4 調査結果及び考察

4.1 スパイクタイ

スパイクタイヤ装着率は、表4のとおりで

ある。平成3年度の12月の装希率32％から平

成4年度の1.2月の装着率5％へ、 1月の45%

から 6％へ、 3月の38％から5％へと、平成

3年度に比べ平成 4年度は装着率が減少して

いる。

降雪深さ
積(c雪m量) 路圃状態(cm) 

゜
1゚ 1 

゜ ゜
乾燥のち湿潤

5 3 湿潤

8 11 湿潤

゜
6 湿潤一時乾燥

3 乾燥のち湿潤

゜ ゜
湿潤のち乾燥

゜
湿潤

1 1 湿潤

6 6 温潤のち乾燥

乾燥のち湿潤

゜
湿潤一時乾燥

゜
乾燥
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これは、スパイクタイヤ使用禁止の法律が住

民に徹底してきたことにもよるが、罰則規定

適用によるところが大きいと考えられる。装

着率がまだ数パーセント程度あるのは、大部

分大型車によるものであるが、平成5年度以

降には大型車に対しても罰刺規定か適用され

ることから、スパイクタイヤで走行する車は、

ほぼ完全になくなるものと期待される。

表4 スパイクタイヤ装着率（単位％）

年度 ~‘-~ 月 12月 1月 3月

平成 2年度 50 75 78 

平成 3年度 32 45 38 

平成 4年度 5 6 5 

4.2 浮近粉じん濃度の経年変化

各調査地点における浮遊粉じん濃度のスパ

イクタイヤ非装着期及びスパイクタイヤ装着

期の経年変化3~12）（ま、図 3、図 4及び図 5のと

おりである。スパイクタイヤ卦装着間は、 9 

月、 10月又は11月の斯間平均値（又は各月の

期間平均値の平均値）をとり、スパイクタイ

ヤ装着期は、 12月、 1月及び3月の各月の明

刷平均値の平均仙をとった。スパイクタイヤ

非装行期の濃度は、八橋 0ll1地点で（ま

104~213μ g/m'、八橋50m地点では44~58μ

g/m¥茨島地点では102~194μ g／面で推

移している。スパイクタイヤ装着期の濃度は、

八橋0ll1地点が131~875μ g/mふ、八橋50m

地点では45~146μ g/mふ、茨恥地点て（よ

114~494μ g／面で推移している。このうち、

平成 4年度に八橋50m地点及び茨島地点が、

昭和56年度の調森開始以米最低仙となり、八

橋 Om地点でも過去 2番日に低い1伯となっ

た。平成3年度以前に、各地点ともスパイク

タイヤ装着期の濃度1ま、スパイクタイヤ非装

着期の濃度に比べ高い値で推移してきたが、

平成 4年度には同程度となった。これは、ス

パイクタイヤの使用が数パーセント程度iこ減

少したため、粉じんの発生か減少したことに

よるものと考えられる。

1000 

900 t 0---0 12月 1月、 3月の平均
全 800 - 9月、 10月、 II月の平均

ヽヽ翌 700 

日＜ 600 
500 

'-'400 

搭宙附 3 0 0 

200 

I 00 

3
0
0
2
0
0
1
0
0
 

（

モ

[
B
H
)

恥
鵬
5

＜
⇒
宙
搭
唖

56 57 58 59 60 61 62 63 I 2 3 4（年度）

図3 浮遊粉じん濃度経年変化（八橋0m) 

0---0 12月、 1月、 3月の平均

• 9月、 10月、 II月の平均
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図4 浮遊粉じん澄度経年変化（八橋50m)
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4.3 平成 4年度の浮遊粉じん濃度経月変

化

各調査地点における平成4年度の浮遊粉じ

ん濃度の経月変化は、表5、図 6のとおりで

ある。平成4年度においては、スパイクタイ

ヤ非装着期である11月の浮遊粉じん濃度が、

スパイクタイヤ装着率が5~ 6パーセントあ

る12月、 1月の浮遊粉じん濃度よりも高くな

っている。これは、前述したようにスパイク

タイヤ装着率の減少によって、浮遊粉じん発

生量がスパイクタイヤ非装着期と同程度ま

で、大幅に減少したことが大きな原因の一つ

である。一方、我々は前報11),12)で、浮遊粉じん

は調査する期間中の道路の乾燥・湿潤状態と

よく対応することを報告した。これらのこと

から、平成 4年度は、スパイクタイヤ非装着

期とスパイクタイヤ装着期の浮遊粉じん濃度

が同程度となり、路面の乾燥・湿潤状態や風

向・風速岬が複雑に作用しあい、上記のよう

な結果になったものと考えられる。また、 3 

月は平成4年度の調査で、浮巡粉じん濃度か

最も高くなっている。表3の調杏期間中の気

象状況から明らかなように、 3月の調査期間

中は降水景も少なく、 12月、 1月の調査期間

中に比べ、路面が乾燥している時間が多いこ

とがわかる。このことか、若T残残っているス

パイクタイヤ使用車両による粉じんや他由来

の粉じんを浮遊させたために、 3月の浮遊粉

じん濃度が高くなったものと推測できる。

表5 浮遊粉じん濃度の測定結果

（単位μg/ms)

函蒻～ 11月 12月 1月 3月
八橋 (Om) 157 129 100 213 

八橋 (50m) 58 40 39 55 

次.、'L 島 102 74 58 211 

. -~. 300 「・→八橋Om地点
ミヽ問 0----0八橋50m地点

◆—~茨島地点
200 

旦
＜ ＇ :.o 100 

II 12 3 （月）

図6 平成 4年度浮遊粉じん濃度経月変化

4.4 過去11年間における浮遊粉じん濃度

平均経月変化と平成 4年度経月変化の

比較

平成3年度以前の年度（過去11年）の平均

と平成4年度との経月変化の比較は、図 7、

図8及び図 9のとおりである。平成 3年度以

前の年度の平均は、八橋Om地点の11月が135

μ g/m', 12月が327μ g /m', 1月が454μ

g/ma_ 3月か455μ g／面であり、八橋50m

地点の11月が52μ g /m', 12月が103μ g/m', 

1月が91μ g/m'、3月か135μ g/m'である。

茨島地点では、 11月が160μ g /ma_ 12月が238

μ g/m¥ 1月が234μ g /m'、3月か450μ

g／面である。各地点とも平成 4年度は、そ

れ以前の年度に比べてかなり低い濃度水準に

なっており、スパイクタイヤ粉じんが減少し

たことが明らかである。
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図7 昭;f1]56年度から平成 3介庇度までの平均
と平成4年度との浮遊粉じん濃度経月
変化比較（八橋Om地点）
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昭和58年度から平成 3年度までの平均
と平成 4年度との浮遊粉じん濃度経月
変化比較（八橋50m地点）

▽一勺昭和56年度から平成3年度までの平均

'→平成4年度

— こ
II 12 3 （月）

昭和56年度から平成 3年度までの平均
と平成 4年度との浮遊粉じん濃度経月

変化比較（茨島地点）

浮遊粒子状物質の経年変化

スパイクタイヤ非装着期及びスパイクタイ

ヤ装着期の経年変化は、図10、図11及び図12

のとおりである。スパイクタイヤ非装着期と

スパイクタイヤ装者期の濃度のとり方は、浮

遊粉じん濃度の経年変化の場合と同じであ

スパイクタイヤ非装着期の濃度は、八橋

Om地点では18~94μ g/m'、八栖50m地点

では12~60μ g/m¥沃島地点では27~87μ

g/m3で推移している。スパイクタイヤ装着

期の濃度は、八橋 0m地点が40~152μ g / 

m¥八橋50m地点では23~45μg/m¥茨島地

点では51~93μg /m'で推移している。この

うち、平成 4年度に八橋50m地点及び茨島地

点で淫辿粉じんと同様、昭和56年度の調査間

始以来最低値となり、八橋Om地点で過去2

番目に低い値となった。スパイクタイヤ非装

着期とスパイクタイヤ装着期の平均濃度の差

は、あまり大きくないものの、概ねスパイク

タイヤ装着期がスパイクタイヤ非装着期より

高い濃度で推移してきた。平成 4年度におい

ては、

て、スパイクタイヤ非装着期よりも、スパイ

クタイヤ装沿期の平均濃度が低くなった。
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平成 4年度の浮遊粉粒子状物質の経

月変化

浮遊粒子状物質濃度の経月変化は、表6及

び図13のとおりである。浮遊粉じん濃度の経

月変化と同様に、非装着期である11月の浮遊

粒子状物質濃度が、装着期である12月、 1月

の濃度よりも高くなっている。また、平成 4

年度の調査では、 3月の濃度が最も高くなっ

このことは、浮遊粉じん濃度の経月

変化のところで述べたような原因によるもの

と考えられる。

4.6 

ている。

表6 浮遊粒子状物質濃度の測定結果

（単位μg/ms)

｀否＼月 11月 12月 1月 3月

八橋 (Om) 56 50 24 67 

八橋 (50m) 35 27 17 25 

茨 島 45 45 24 85 
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120 

80 

40 

図13

·―—•八橋 0 m地点
0--0八橋50m地点

● ●茨島地点

3 （月）

平成4年度浮遊粒子状物質濃度経月変化

II 12 

4.7 過去11年間における浮遊粒＋状物質

濃度平均経月変化と平成 4年度経月変

化の比較

平成 3年度以前の年度（過去11年）の平均

と平成 4年度との比較は、図14、図15及び図

16のとおりである。平成 3年度以前の年度の

平均は、八橋Om地点の11月が51μ g /ma, 12 
月が81μ g /m', 1月が91μ g/m’、3月が98

μg/m'であり、

g/m¥ 12月が39μ g /m¥ 1月が34μ g/m¥ 

3月が43μ g/m'である。茨島地点では、 11月

が59μ g /m', 12月が67μ g /m'、1月が62μ

g/m¥ 3月がllQμg／面である。浮遊粉じ

んと同様に、平成4年度は各地点において低

い濃度水準となっており、浮遊粒子状物質の

濃度変化からも、スパイクタイヤ粉じんが減

少したことが明らかである。
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八橋50m地点の11月が32μ

←一勺昭和60年度から平成3年度までの平均

△→平成 4年度

こ
II 12 3 （月）

昭和60年度から平成 3年度までの平均
と平成4年度との浮遊粒子状物質濃度
経H変化比較（八橋m地点）

←一勺昭和60年度から平成 3年度までの平均

▲ー→平成 4年度

こ こ二
II 12 3（月）

昭和60年度から平成 3年度までの平均
と平成 4年度との評遊粒子状物質濃炭
経月変化比較（八橋50m地点）

▽一昭和58年度から平成 3年度までの平均

し→平成4年度

二
12 I 3（月）

昭和58年度から平成3年度までの平均
と平成 4年度との浮遊粒子状物質濃度
経月変化比較（茨島地点）
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4.8 浮遊粉じん中の含有成分

浮遊粉じん中のベンゼン抽出物質i農度、鉄

浪度、マンガン濃度、アルミニウム濃度、カ

ルシウム濃度及び亜鉛濃度の経月変化を表

7、図17...:..22に、各成分の含有率を表8に示

す。ベンゼン抽出物質濃度は、いままでの調

査で浮遊粉じんとともに増加する傾向があっ

たが、乎成 4年度は浮遊粉じんが減少したこ

とからベンゼン抽出物質濃度も滅少した。

かし、浮遊粉じん中のベンゼン抽出物質含有

率は、スパイクタイヤ装着期とスパイクタイ

ヤ非装着期の間に大きな差はない。カルシウ

し
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平成4年度の浮遊粉じん中のベンゼン
抽出物質濃度経月変化

•-’＇八橋 Om地点
ロ八橋50m地点
● ●茨島地点

11 12 

平成 4年度の浮遊粉じん中の全鉄濃度
経月変化

・→八橋Om地点
0--0八橋50m地点

◆ー會茨島地点

II 12 3（月）

平成4年度の浮遊粉じん中のマンガン
濃度経月変化

ムはスパイクタイヤ粉じん中に含まれる割合

が大きいと考えられており 6)、平成 2年度の

調査においてもカルシウム含有率がスパイク

タイヤ装着期に増加していたII)。平成 4年度

の調査においては、各成分濃度とも浮遊粉じ

ん濃度の経月変化とほぼ同じ変動を示し、各

成分の含有率は経月変化はあまりなく、ほぼ

一定である。これは、スパイクタイヤ非装着

期の浮遊粉じんとスパイクタイヤ装着期の浮

遊粉じんがほぼ同じ成分になってきているた

めであり、スパイクタイヤによる粉じんが減

少したことを示している。
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・→八橋Om地点
0--0八橋50m地点
● ●茨島地点
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平成4年度の浮遊粉じん中のアルミニ
ウム濃度経月変化
8 
・→八橋Om地点
チー□八橋50m地点
◆ー◆茨島地点

←――→---←---仁
II 12 3（月）

平成4年度の浮遊粉じん中のカルシウ
ム濃度経月変化

・→八橋Om地点
D-0八橋50m地点
◆一會茨島地点

3 （月）

平成4年度の浮遊粉じん中の亜鉛濃度
経月変化

II 1 2, 
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表 7 浮遊粉じん中の含有成分濃度 （単位μg/ms)

地点名 月
ベンゼン 全鉄 マンガン アルミニウム カルシウム 亜鉛
抽出物質

11 2.72 2.04 0.07 1.86 3.90 0.45 

八 橋 12 3.45 1.45 0.05 1.38 4.36 0.31 

(0 m) 
1 1. 55 1.63, 0.05 1.40 2.94 0.25 

3 3.57 3.71 0.11 3.00 4.88 0.45 

11 1. 4 7 0.62 0.03 0.56 , 1.37 0.14 

八 橋 12 〇.77 0.36 0.02 0.33 1.02 0.15 

(50 m) 1 〇.87 0.43 0.02 0.33 0.74 0.10 

3 1. 02 0.76 0.03 0.54 1.10 0.11 

11 2.29 1. 1 0 0.05 1.07 3.07 〇.42

12 1.99 1.27 0.07 〇.64 3.00 〇.22
次守 江芦

1 1.15 0.56 0.04 0.33 2.14 0.19 

3 3.39 3.47 0.15 2.60 6.92 0.60 

表8 浮遊粉じん中の成分含有率 （単位％）

地点名
月
＇ベンゼン 全鉄 マンガン アルミニウム カルシウム 亜鉛
抽出物質

11 1. 7 1.3 0.04 l. 2 2.5 0.3 

八 橋 12 2.7 1.1 0.04 1.1 3.4 0.2 

(0 m) 1 1.6 1.6 〇.05 1.4 2.9 0.2 

3 1. 7 1. 7 0.05 1.4 2.3 0.2 

11 2.5 1.1 0.05 1.0 2.4 0.2 

八 橋 12 1.9 0.9 0.04 0.8 2.5 0.4 

(50 m) 1 2.3 1.1 0.06 0.9 1. 9 0.2 

3 1. 9 1. 4 0.06 1.0 2.0 0.2 

1 1 2.2 1.1 0.05 1.1 3.0 0.4 

12 2.7 1. 7 0.10 0.9 4.1 0.3 
茨 島

1 2.0 1.0 0.07 0.6 3.7 0.3 

3 1.6 1.6 0.07 1.2 3.3 0.3 
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5 まとめ

平成 4年度は、スパイクタイヤの使用に対

する罰則適用（指定地域のみ、大型車を除く）

の初年度にあたり、浮遊粉じん濃度の減少が

期待された。平成 4年度の調査では次の知見

が得られた。

(1) スパイクタイヤ装着率は、平成4年度

から罰則規定が適用されたこともあり、

平成 3年度に比べ更に減少し、 5 ~ 6パ

ーセント程度になった。

(2) 浮追粉じん濃度の経年変化についてみ

てみると、スパイクタイヤ粉じんが減少

したことにより、スパイクタイヤ非装着

期とスパイクタイヤ装着期の濃度は同程

度となった。

(3) 浮遊粉じんi農度の経月変化についてみ

てみると、スパイククイヤ装着期の各月

の濃度水準は、平成 3年度以前と比べて

低い水準となった。スパイクタイヤ非装

着期である11月と比べて、スペイクタイ

ヤ装着期である12月及び 1月の濃度が若

干低かった。しかし、 3月にぱ上昇がみ

られた。

(4) 浮遊粉じん濃度は、路面の乾燥・湿瀾

状態、風向風速等の影響を強く受けてい

るものと考えられる。

(5) 浮遊粒子状物質濃度が低くなったこと

からも、スパイクタイヤ粉じんが減少し

たことが明らかである。

(6) 浮遊粉じん中に含まれている成分濃度

についても、スパイクタイヤ粉じんによ

る影響がみられなくなり、スペイクタイ

ヤ粉じんが減少したことか考えられる。
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